
 

 

別紙 1 

岐阜県居宅介護職員初任者研修等事業者指定一覧 

課           程 時  間  数 

居 宅 介 護 職 員 初 任 者 研 修 課 程 １３０ 

障 害 者 居 宅 介 護 従 業 者 基 礎 研 修 課 程 ５０ 

重度訪問介護従業者養成研修基礎課程 １０ 

重度訪問介護従業者養成研修追加課程 １０ 

重度訪問介護従業者養成研修統合課程 ２０.５ 

同 行 援 護 従 業 者 養 成 研 修 一 般 課 程 ２８ 

同 行 援 護 従 業 者 養 成 研 修 応 用 課 程 ６ 

行 動 援 護 従 業 者 養 成 研 修 課 程 ２４ 

視覚障害者移動介護従業者養成研修課程 ２０ 

全身性障害者移動介護従業者養成研修課程 １６ 

 

 

 

 

 



 

 

別紙２ 

  

岐阜県居宅介護職員初任者研修等事業者指定 カリキュラム一覧 

別表１ 居宅介護職員初任者研修 

課  程 区 分 科           目 時間数 備  考 

居宅介護職
員初任者研
修 

講義及び
演習 

職務の理解 ６ 講義と演習を⼀体
で実施すること。 
必要に応じて、施設 

の⾒学等の実習を活
⽤すること。 

介護における尊厳の保持‧自立支援 ９  講義と演習を一体
で実施すること。 

介護の基本 ６ 

介護・福祉サービスの理解と医療との連
携 

９ 

介護におけるコミュニケーション技術 ６ 

老化の理解 ６ 

認知症の理解 ６ 

障害の理解 ３ 

こころとからだのしくみと生活支援技術 ７５ 講義と演習を⼀体
で実施すること。 
介護に必要な基礎

的知識の確認及び⽣
活⽀援技術の習得状
況の確認を⾏うこと。 

振り返り ４ 講義と演習を⼀体
で実施すること。 
必要に応じて、施設 

の⾒学等の実習を活
⽤すること。 

合             計 １３０ 
 

（注）右記とは別に、筆記試験による修了評価（１時間程度）を実施すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 別表２ 障害者居宅介護従業者基礎研修 

課  程 区 分 科           目 時間数 備  考 

障害者居宅
介護従業者
基礎研修 

講 義 福祉サービスを提供する際の基本的な考
え⽅に関する講義 

３  

障害者福祉及び⽼⼈保健福祉に係る制度
及びサービス並びに社会保障制度に関す
る講義 

４  

居宅介護に関する講義 ３ 居宅介護従業者の職 

業倫理に関する講義 

を⾏うこと。 

障害者及び⽼⼈の疾病、障害等に関する
講義 

３  

基礎的な介護技術に関する講義 ３  

家事援助の方法に関する講義 ４  

医学等の関連する領域の基礎的な知識に
関する講義 

５  

演 習 福祉サービスを提供する際の基本的な態
度に関する演習 

４  

基礎的な介護技術に関する演習 １０  

事例の検討等に関する演習 ３  

実 習 生活介護を行う事業所等のサービス提供
現場の見学 

８  

合             計 ５０  

 
 別表３－１ 重度訪問介護従業者養成研修基礎課程 

課  程 区 分 科           目 時間数 備  考 

重度訪問介
護従業者養
成研修基礎
課程 
 
 
 
 

講 義 重度の肢体不自由者の地域生活等に関す
る講義 

    ２ 重度訪問介護に従事
する者の職業倫理に
関する講義を行うこ
と。 

基礎的な介護技術に関する講義    １  

実 習 基礎的な介護と重度の肢体不自由者との
コミュニケーションの技術に関する実習 

    ５  

外出時の介護技術に関する実習    ２  

合             計 １０  

 

 



 

 

 別表３－２ 重度訪問介護従業者養成研修追加課程 

課  程 区 分    科           目 時間数  備  考 

重度訪問介
護従業者養
成研修追加
課程 

講 義 医療的ケアを必要とする重度訪問介護
利用者の障害及び支援に関する講義 

４  

コミュニケーションの技術に関する講
義 

２  

緊急時の対応及び危険防止に関する講
義 

１  

実 習 重度の肢体不自由者の介護サービス提
供現場での実習 

３ 在宅等で生活する障
害程度区分５又は６
である肢体不自由者
に対する介護サービ
ス提供現場を１か所
以上含むこと。 

合             計 １０  

（注）この表に定める研修課程は、別表３－１に定める内容以上の研修課程を修了した者を対象と
して行われるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

別表３－３ 重度訪問介護従業者養成研修統合課程 

課  程 区 分    科           目 時間数  備  考 

重度訪問介

護従業者養

成研修統合

課程 

講 義 重度の肢体不自由者の地域生活等に関

する講義 

２ 社会福祉士及び介護

福祉士法施行規則(昭

和六十二年厚生省令

第四十九号)附則第四

条及び第十三条に係

る別表第三第一号に

定める基本研修(以下

「基本研修」という。)

に相当する研修課程 

基礎的な介護技術に関する講義 １  

コミュニケーションの技術に関する講

義 

２  

喀痰吸引を必要とする重度障害者の障

害と支援に関する講義・緊急時の対応及

び危険防止に関する講義① 

３ 基本研修に相当する

研修課程 

経管栄養を必要とする重度障害者の障

害と支援に関する講義・緊急時の対応及

び危険防止に関する講義② 

３ 基本研修に相当する

研修課程 

演習 喀痰吸引等に関する演習 １ 基本研修に相当する

研修課程 

実習 基礎的な介護と重度の肢体不自由者と

のコミュニケーション 

の技術に関する実習 

３  

外出時の介護技術に関する実習 ２  

重度の肢体不自由者の介護サービス提

供現場での実習 

３.５  

合                       計 ２０.５  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 別表４－１ 同行援護従業者養成研修一般課程 

課  程 区 分 科           目 時間数 備  考 

同行援護従
業者養成研
修一般課程 

講 義 
 

外出保障 １  

視覚障害の理解と疾病① １  

視覚障害の理解と疾病② ０.５ 視覚障害及び
聴覚障害が重
複している障
害者等に対し
て法第七十八
条第一項に規
定する特に専
門性の高い意
思疎通支援を
行う者を養成
する事業を行
った者から、当
該事業におけ
る研修の課程
を修了した旨
の証明書の交
付を受けた者
（以下、「盲ろ
う 者 向 け 通
訳・介助員養成
研修修了者」と
いう。）にあた
っては、受講を
免除する。 

障害者(児)の心理 １  

障害者(児)福祉の制度とサービス １.５ 盲ろう者向け
通訳・介助員養
成研修修了者
にあっては、受
講を免除する。 

同行援護の制度 １  

同行援護従業者の実際と職業倫理 ２.５ 盲ろう者向け
通訳・介助員養
成研修修了者
にあっては、受
講を免除する。 

講義・演
習 

情報提供 ２  

代筆・代読① １  

代筆・代読② ０.５ 盲ろう者向け
通訳・介助員養
成研修修了者
にあっては、受
講を免除する。 



 

 

演 習 誘導の基本技術① ４  

誘導の基本技術② ３ 盲ろう者向け
通訳・介助員養
成研修修了者
にあっては、受
講を免除する。 

誘導の応用技術（場面別・街歩き）① ４  

誘導の応用技術（場面別・街歩き）② １ 盲ろう者向け
通訳・介助員養
成研修修了者
にあっては、受
講を免除する。 

交通機関の利用 ４  

合             計 ２８  

 

別表４－２ 同行援護従業者養成研修応用課程 

課  程 区 分 科           目 時間数 備  考 

同行援護従
業者養成研
修応用課程 

講 義 
 

サービス提供責任者の業務 １  

様々な利用者への対応 １  

個別支援計画と他機関との連携 １  

業務上のリスクマネジメント １  

従業者研修の実施 １  

同行援護の実務上の留意点 １  

合             計 ６  

（注）この表に定める研修課程は、別表４－１に定める内容以上の研修課程を修了した者を対象と
して行われるものとする。 

 

 

 

別表５ 行動援護従業者養成研修課程 

課  程 区 分 科           目 時間数 備  考 

行動援護従
業者養成研
修課程 

講 義 
 
 
 
 

強度行動障害がある者の基本的理解に関する講
義 

１.５  



 

 

 強度行動障害に関する制度及び支援技術の基礎
的な知識に関する講義 

５  

強度行動障害がある者へのチーム支援に関する
講義 

３  

強度行動障害と生活の組立てに関する講義 ０.５  

演 習 基本的な情報収集と記録等の共有に関する演習 １  

行動障害がある者の固有のコミュニケーション
の理解に関する演習 

３  

行動障害の背景にある特性の理解に関する演習 １.５  

障害特性の理解とアセスメントに関する演習 ３  

環境調整による強度行動障害の支援に関する演
習 

３  

記録に基づく支援の評価に関する演習 １.５  

危機対応と虐待防止に関する演習 １  

合             計 ２４  

 
 
 
 
別表６ 視覚障害者移動介護従業者養成研修課程 

課  程 区 分 科           目 時間数 備  考 

視覚障害者
移動介護従
業者養成研
修課程 

講 義 障害福祉に係る制度及びサービスに関する講義 ３ 移動の介護に
係る制度及び
サービスに関
する講義を行
うこと。 

身体障害者居宅介護等に関する講義 ３ 居宅介護従業
者の職業倫理
に関する講義
を行うこと。 

視覚障害者の疾病、障害等に関する講義 ２  

基礎的な移動の介護に係る技術に関する講義 ２  

障害者の心理に関する講義 １  



 

 

演 習 移動の介護に係る技術に関する演習 ９  

合             計 ２０  

 

 別表７ 全身性障害者移動介護従業者養成研修課程 

課  程 区 分 科           目 時間数 備  考 

全身性障害
者移動介護
従業者養成
研修課程 

講 義 障害福祉に係る制度及びサービスに関する講義 ３ 移動の介護に
係る制度及び
サービスに関
する講義を行
うこと。 

身体障害者居宅介護等に関する講義 ３ 居宅介護従業
者の職業倫理
に関する講義
を行うこと。 

全身性障害者の疾病、障害等に関する講義 ２  

基礎的な移動の介護に係る技術に関する講義 ３  

障害者の心理に関する講義 １  

演 習 車いすでの移動の介護に係る技術に関する演習 ４  

合             計 １６  

 



 

 

別紙３ 

 

科目が免除になる場合について 

 

  （１）重度訪問介護従業者養成研修基礎過程修了者が、障害者居宅介護従業者基礎研修課程

を受講する場合 

・居宅介護に関する講義（３時間）のうち、重度の肢体不自由者に関するもの 

・基礎的な介護技術に関する講義（３時間）のうち、重度の肢体不自由者に関するもの 

  

（２）重度訪問介護従業者養成研修追加課程修了者が、障害者居宅介護従業者基礎研修課程

を受講する場合 

・居宅介護に関する講義（３時間）のうち、重度の肢体不自由者に関するもの 

・障害者及び老人の疾病、障害等に関する講義（３時間）のうち、重度の肢体不自由者

の疾病及び障害等に関するもの 

・基礎的案介護技術に関する講義（３時間）のうち、重度の肢体不自由者に関するもの 

・医学等の関連する領域の基礎的な知識に関する講義（５時間）のうち、重度の肢体不

自由者の医療に関するもの 

 

（３）重度訪問介護従業者養成研修統合課程修了者が、障害者居宅介護従業者基礎研修課程

を受講する場合 

・居宅介護に関する講義（３時間）のうち、重度の肢体不自由者に関するもの 

・障害者及び老人の疾病、障害等に関する講義（３時間）のうち、重度の肢体不自由者

の疾病及び障害等に関するもの 

・基礎的案介護技術に関する講義（３時間）のうち、重度の肢体不自由者に関するもの 

・医学等の関連する領域の基礎的な知識に関する講義（５時間）のうち、重度の肢体不

自由者の医療に関するもの 

 

  （４）同行援護従業者養成研修一般課程修了者が、障害者居宅介護従業者基礎研修課程

を講する場合 

    ・障害者福祉及び老人保健福祉に係る制度及びサービス並びに社会保障制度に関する講

義（４時間）のうち、視覚障害に係る制度及びサービス並びに社会保障制度に関する

もの 

    ・障害者及び老人の疾病、障害等に関する講義（３時間）のうち、視覚障害者の疾病及 

障害等に関するもの 

    ・基礎的な介護技術に関する講義（３時間）のうち、視覚障害に関するもの 

    ・医学等の関連する領域の基礎的な知識に関する講義（５時間）のうち、視覚障害に関

するもの 

 

 

 



 

 

（５）行動援護従業者養成研修課程修了者が、障害者居宅介護従業者基礎研修課程を受講す

る場合 

・障害者福祉及び老人保健福祉に係る制度及びサービス並びに社会保障制度に関する講

義（４時間）のうち、知的障害及び精神障害に係る制度及びサービス並びに社会保障

制度に関するもの 

・障害者及び老人の疾病、障害等に関する講義（３時間）のうち、知的障害者及び精神

障害者の疾病及び障害等に関するもの 

・基礎的な介護技術に関する講義（３時間）のうち、基礎的な移動の介護に係る技術に

関するもの 

 

（６）告示による廃止前の「指定居宅介護等の提供に当たる者として厚生労働大臣が定める

もの」（平成１８年３月３１日厚生労働省告示第２０９号。以下「旧告示」という。）

に基づく視覚障害者外出介護従業者養成研修課程修了者又は旧告示による廃止前の

「指定居宅介護及び基準該当居宅介護の提供に当たる者として厚生労働大臣が定める

もの」（平成１５年３月２４日厚生労働省告示第１１０号。以下「１５年告示」とい

う。）に基づく視覚障害者移動介護従業者養成研修課程修了者が、障害者居宅介護従

業者基礎研修課程を受講する場合 

・障害福祉及び老人保健福祉に係る制度及びサービス並びに社会保障制度に関する講義

（４時間）のうち老人保健福祉に係る制度及びサービス並びに社会保障制度に関する

講義を除いたもの 

・居宅介護に関する講義（３時間） 

・障害者及び老人の疾病、障害等に関する講義（３時間）のうち、視覚障害者の疾病及

び障害等に関するもの 

・基礎的な介護技術に関する講義（３時間）のうち、基礎的な移動の介護に係る技術に

関する講義 

 

（７）旧告示に基づく全身性障害者外出介護従業者養成研修課程修了者又は１５年告示に基

づく全身性障害者移動介護従業者養成研修課程修了者が、障害者居宅介護従業者基礎

研修課程を受講する場合 

・障害福祉及び老人保健福祉に係る制度及びサービス並びに社会保障制度に関する講義

（４時間）のうち老人保健福祉に係る制度及びサービス並びに社会保障制度に関する

講義を除いたもの 

・居宅介護に関する講義（３時間） 

・障害者及び老人の疾病、障害等に関する講義（３時間）のうち、全身性障害者の疾病

及び障害等に関するもの 

・基礎的な介護技術に関する講義（３時間）のうち、基礎的な移動の介護にかかる技術

に関する講義 

 

 

 



 

 

（８）旧告示に基づく知的障害者外出介護従業者養成研修課程修了者又は１５年告示に基づ

く知的障害者移動介護従業者養成研修課程修了者が、障害者居宅介護従業者基礎研修

課程を受講する場合 

・障害福祉及び老人保健福祉に係る制度及びサービス並びに社会保障制度に関する講義

（４時間）のうち老人保健福祉に係る制度及びサービス並びに社会保障制度に関する

講義を除いたもの 

・居宅介護に関する講義（３時間） 

・障害者及び老人の疾病、障害に関する講義（３時間）のうち、知的障害者の疾病及び

障害等に関するもの 

・基礎的な介護技術に関する講義（３時間）のうち、基礎的な移動の介護に係る技術に

する講義 

 

（９）旧告示および１５年告示に基づく日常生活支援従業者養成研修課程修了者が、障害者

居宅介護従業者基礎研修課程を受講する場合 

・居宅介護に関する講義（３時間） 

・障害者及び老人の疾病及び障害等に関する講義（３時間）のうち、全身性障害者の疾

病及び障害等に関するもの 

・基礎的な介護技術に関する講義（３時間）のうち、全身性障害者の基礎的な介護に係

る技術に関する講義 

 

 



 

 

別紙 4 

講師選定基準 

 

１ 「福祉系学校等」とは、大学院、大学、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）、介

護福祉士養成所、社会福祉士養成所、看護師（准看護師、保健師、助産師）養成所、歯科衛生

士養成所、栄養士養成所、保育士養成所、社会福祉主事養成機関、介護福祉士受験資格を取得

できる高等学校をいう。 

２ 各科目（教科）の「担当講師」欄に掲げる有資格者等の業務に従事していた時期は、原則とし

て過去５年以内とする。 

３ 医学及び看護に関する科目（教科）を除き、看護師等は、訪問看護若しくは居宅介護、訪問介

護を行っていること、又は訪問系サービスと連携をとって活動していることを要する。 

４ 下表以外の者で、業績を審査することによって当該科目の担任が適任であると知事が認めた

場合は、可とする。 

 

○居宅介護職員初任者研修課程 

科目名 教科名 担当講師要件 

(1)職務の理解 ①多様なサービスの理解 ・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・看護業務等に５年以上従事し、福祉サービスに従事
した経験を有する看護師、保健師 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校
等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 ②介護職の仕事内容や働

く現場の理解 

(2)介護における
尊厳の保持・自立
支援 

①人権と尊厳を支える介
護 

・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・相談援助業務に５年以上従事している社会福祉士 
・看護業務等に５年以上従事し、福祉サービスに従事
した経験を有する看護師、保健師 
・ケアプラン作成業務に５年以上従事している介護支
援専門員 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校
等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 

②自立に向けた介護 ・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・看護業務等に５年以上従事し、福祉サービスに従事
した経験を有する看護師、保健師 
・ケアプラン作成業務に５年以上従事している介護支
援専門員 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校
等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 

(3)介護の基本 ①介護職の役割、専門性と
多職種との連携 

・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・看護業務等に５年以上従事し、福祉サービスに従事
した経験を有する看護師、保健師 
・ケアプラン作成業務に５年以上従事している介護支
援専門員 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校
等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 

②介護職の職業倫理 

③介護における安全の確
保とリスクマネジメント 

・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・看護業務等に５年以上従事した看護師、保健師 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校



 

 

④介護職の安全 
 

等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 

(4)介護・福祉サー
ビスの理解と医療
との連携 

①障害者福祉制度 
③医療との連携とリハビ
リテーション 

・当該制度に関する業務を担当している行政関係職員 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・相談援助業務に５年以上従事している社会福祉士 
・ケアプラン作成業務に５年以上従事している介護支
援専門員 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校
等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 

②医療との連携とリハビ
リテーション 

・介助業務に５年以上従事している理学療法士 
・介助業務に５年以上従事している作業療法士 
・介助業務に５年以上従事している言語聴覚士 
・医師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・ケアプラン作成業務に５年以上従事している介護支
援専門員 
・看護業務等に５年以上従事し、福祉サービスに従事
した経験を有する看護師、保健師 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校
等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 

(5)介護における
コミュニケーショ
ン技術 

①介護におけるコミュニ
ケーション 

・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・ケアプラン作成業務に５年以上従事している介護支
援専門員 
・看護業務等に５年以上従事し、福祉サービスに従事
した経験を有する看護師、保健師 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校
等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 

②介護におけるチームの
コミュニケーション 

(6)障害の理解 ①障害の基礎的理解 ・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・相談援助業務に５年以上従事している社会福祉士 
・医師 
・看護業務等に５年以上従事した経験を有する看護師、
保健師 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校
等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 

②障害の医学的側面、生活
障害、心理・行動の特徴、
かかわり支援等の基礎的
知識 

・医師 
・看護業務等に５年以上従事した経験を有する看護師、
保健師 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校
等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 

③家族の心理、かかわり支
援の理解 

・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・相談援助業務に５年以上従事している社会福祉士 
・医師 
・看護業務等に５年以上従事した経験を有する看護師、
保健師 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校
等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 

(7)認知症・行動障
害の理解 

①認知症を取り巻く状況 ・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・医師 
・看護業務等に５年以上従事した経験を有する看護師、
保健師 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校
等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 

②認知症に伴うこころと
からだの変化と日常生活 

④家族への支援 



 

 

②医学的側面から見た認
知症の基礎と健康管理 

・医師 
・看護業務等に５年以上従事した経験を有する看護師、
保健師 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校
等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 

⑤行動障害とは ・発達障害者（児）・知的障害者（児）・精神障害者
の直接支援業務に５年以上従事し、かつ岐阜県が実施
するサービス管理責任者研修を修了している者 
・発達障害者（児）・知的障害者（児）・精神障害者
の直接支援業務に従事している医師、心理判定員、臨
床心理士 
・医師 
・看護業務等に５年以上従事した経験を有する看護師、
保健師 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校
等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 
・発達障害者支援センターで５年以上業務に従事して
いる職員またはその業務経験者 

⑥自閉症の理解・自閉症の
障害特性 

⑦行動障害が起きる背景
の理解 

⑧行動障害を起こさない
ようにするための支援 

(8)老化の理解 ①老化に伴うこころとか
らだの変化と日常 

・医師 
・看護業務等に５年以上従事した経験を有する看護師、
保健師 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校
等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 

②高齢者と健康 

(9)こころとから
だのしくみと生活
支援技術 

基本知識の学習 
（① 介護の基本的な考え

方） 

・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・看護業務等に５年以上従事し、福祉サービスに従事
した経験を有する看護師、保健師 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校
等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 

基本知識の学習（②介護に
関するこころのしくみの
基礎的理解） 

・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・医師 
・看護業務等に５年以上従事した経験を有する看護師、
保健師 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校
等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 

基本知識の学習（③介護に
関するからだのしくみの
基礎的理解） 

生活支援技術の講義・演習
（④生活と家事） 

・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校
等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 

生活支援技術の講義・演習
（⑤快適な居住環境整備
と介護） 

・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校
等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 
・介助業務に５年以上従事している理学療法士 
・介助業務に５年以上従事している作業療法士 
 

生活支援技術の講義・演習
（⑥整容に関連したここ
ろとからだのしくみと自
立に向けた介護） 
 
 
 
 
 
 
 

・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・看護業務等に５年以上従事した経験を有する看護師、
保健師 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校
等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 



 

 

生活支援技術の講義・演習
（⑦移動・移乗に関連した
こころとからだのしくみ
と自立に向けた介護） 

・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・看護業務等に５年以上従事した経験を有する看護師、
保健師 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校
等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 
・介助業務に５年以上従事している理学療法士 

生活支援技術の講義・演習
（⑧食事に関連したここ
ろとからだのしくみと自
立に向けた介護） 

・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・看護業務等に５年以上従事した経験を有する看護師、
保健師 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校
等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 

生活支援技術の講義・演習
（⑨入浴、清潔保持に関連
したこころとからだのし
くみと自立に向けた介護） 

・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・看護業務等に５年以上従事した経験を有する看護師、
保健師 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校
等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 

生活支援技術の講義・演習
（⑩排泄に関連したここ
ろとからだのしくみと自
立に向けた介護） 

・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・看護業務等に５年以上従事した経験を有する看護師、
保健師 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校
等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 

生活支援技術の講義・演習
（⑪）睡眠に関連したここ
ろとからだのしくみと自
立に向けた介護 
生活支援技術の講義・演習
（⑫死にゆく人に関連し
たこころとからだのしく
みと終末期介護） 

・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・看護業務等に５年以上従事した経験を有する看護師、
保健師 
・医師 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校
等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 

生活支援技術の講義・演習
（⑬介護過程の基礎的理
解） 

・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・看護業務等に５年以上従事した経験を有する看護師、
保健師 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校
等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 

生活支援技術の講義・演習
（⑭） 

(10)振り返り ①振り返り ・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・看護業務等に５年以上従事し、福祉サービスに従事
した経験を有する看護師、保健師 
・大学院、大学、介護福祉士養成校、福祉系高等学校
等において該当科目あるいは読み替え可能な科目を担
当する講師 

②就業への備えと研修終
了後における継続的な研
修 

 

○障害者居宅介護従業者基礎研修課程 

教科名 担当講師要件 

サービス提供の基
本視点 

・教科の事務を担当している行政関係職員 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・生活者支援の視点に立脚し・相談援助業務に５年以上従事している社会福祉士 
・介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任者研修、旧１級
又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実務者研修、旧介
護員研修の各課程修了者修了者に限る。） 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉の免許状を有する教員 
・障害福祉サービス事業所等で５年以上業務運営に関する業務を担当している職員 



 

 

障害者自立支援制
度とサービス 

・教科の事務を担当している行政関係職員 
・相談援助業務に５年以上従事している社会福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉の免許状を有する教員 
・障害福祉サービス事業所等で５年以上業務運営に関する業務を担当している職員 

老人福祉の制度と
サービス 

・教科の事務を担当している行政関係職員 
・相談援助業務に５年以上従事している社会福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉の免許状を有する教員 
・老人施設で５年以上施設運営に関する業務を担当している職員 

居宅介護概論 ・教科の事務を担当している行政関係職員 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任者研修、旧１級
又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実務者研修、旧介
護員研修の各課程修了者） 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉の免許状を有する教員 

サービス利用者の
理解 

・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任者研修、旧１級
又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実務者研修、旧介
護員研修の各課程修了者） 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉の免許状を有する教員 

介護概論 ・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任者研修、旧１級
又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実務者研修、旧介
護員研修の各課程修了者） 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉の免許状を有する教員 

家事援助の方法 ・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任者研修、旧１級
又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実務者研修、旧介
護員研修の各課程修了者） 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・栄養管理業務に５年以上従事している栄養士、管理栄養士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉又は家庭の免許状を有する教員 

医療の基礎知識 ・医師 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 

心理面への援助方
法 

・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任者研修、旧１級
又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実務者研修、旧介
護員研修の各課程修了者） 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉又は家庭の免許状を有する教員 

共感的理解と基本
的態度の形成 

・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任者研修、旧１級
又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実務者研修、旧介
護員研修の各課程修了者） 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉又は家庭の免許状を有する教員 
 
 
 
 



 

 

介護技術入門 ・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任者研修、旧１級
又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実務者研修、旧介
護員研修の各課程修了者） 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉の免許状を有する教員 
※以下の介護は、理学療法士・作業療法士可 
・肢体不自由者の歩行の介護 
・車椅子への移乗等の介護 
・車椅子等での移動の介護 
・視覚障害者の歩行の介護 
※以下の介護は、救急救命士・救急法指導員可 
・緊急時対応法 

居宅介護の共通理
解 

・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任者研修、旧１級
又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実務者研修、旧介
護員研修の各課程修了者） 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・福祉系学校等で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉又は家庭の免許状を有する教員 

 

○重度訪問介護従業者養成研修基礎課程 

教科名 担当講師要件 

障害者総合支援制
度とサービス 

・教科の事務を担当している行政関係職員 
・相談援助業務に５年以上従事している社会福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉の免許状を有する教員 
・障害福祉サービス事業所等で５年以上業務運営に関する業務を担当している職員 

居宅介護従業者の
職業倫理 

・各教科の事務を担当している行政関係職員 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任者研修、旧１級
又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実務者研修、旧介
護員研修の各課程修了者） 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉の免許状を有する教員 

介護概論 ・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任者研修、旧１級
又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実務者研修、旧介
護員研修の各課程修了者） 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉の免許状を有する教員 

基本介護技術 ・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任者研修、旧１級
又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実務者研修、旧介
護員研修の各課程修了者） 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉の免許状を有する教員 
※以下の介護は、理学療法士・作業療法士可 
・肢体不自由者の歩行の介護 
・車椅子への移乗等の介護 
・車椅子等での移動の介護 
・視覚障害者の歩行の介護 
※以下の介護は、救急救命士・救急法指導員可 
・緊急時対応法 



 

 

重度の肢体不自由
者とのコミュニケ
ーションの技術 

・医師 
・５年以上従事している言語療法士 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している理学療法士 
・介護業務に５年以上従事している作業療法士 
・福祉系学校等で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 

外出介護技術 ・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任者研修、旧１級
又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実務者研修、旧介
護員研修の各課程修了者） 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉の免許状を有する教員 
※以下の介護は、理学療法士・作業療法士可 
・肢体不自由者の歩行の介護 
・車椅子への移乗等の介護 
・車椅子等での移動の介護 
・視覚障害者の歩行の介護 
※以下の介護は、救急救命士・救急法指導員可 
・緊急時対応法 

 

○重度訪問介護従業者養成研修追加課程 

教科名 担当講師要件 

医学の基礎知識Ⅰ 
 
 
 

・医師 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 

在宅介護の基礎知
識Ⅰ 

・医師 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 

コミュニケーショ
ン技術 

・医師 
・５年以上従事している言語療法士 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している理学療法士 
・介護業務に５年以上従事している作業療法士 
・福祉系学校等で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 

緊急時の対応等 ・医師 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介助業務に５年以上従事している理学療法士 
・救命救急士 
・福祉系学校等で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

介護実習 ・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任者研修、旧１級
又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実務者研修、旧介
護員研 
修の各課程修了者） 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉の免許状を有する教員 
※以下の介護は、理学療法士・作業療法士可 
・肢体不自由者の歩行の介護 
・車椅子への移乗等の介護 
・車椅子等での移動の介護 
・視覚障害者の歩行の介護 
※以下の介護は、救急救命士・救急法指導員可 
・緊急時対応法 

 

○重度訪問介護従業者養成研修統合過程 

教科名 担当講師要件 

障害者総合支援制
度とサービス 

・教科の事務を担当している行政関係職員 
・相談援助業務に５年以上従事している社会福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉の免許状を有する教員 
・障害福祉サービス事業所等で５年以上業務運営に関する業務を担当している職員 

居宅介護従業者の
職業倫理 

・各教科の事務を担当している行政関係職員 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任者研修、旧１級
又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実務者研修、旧介
護員研修の各課程修了者） 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉の免許状を有する教員 

介護概論 ・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任者研修、旧１級
又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実務者研修、旧介
護員研修の各課程修了者） 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉の免許状を有する教員 

コミュニケーショ
ン技術 

・医師 
・５年以上従事している言語療法士 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している理学療法士 
・介護業務に５年以上従事している作業療法士 
・福祉系学校等で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 

喀痰吸引の手順と
緊急時の対応等 

・介護職員等によるたんの吸引等の実施のための指導者養成事業（特定の対象者）
を修了し、喀痰吸引等研修登録研修機関の講師として登録されている医師、保健師、
助産師、看護師 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

経管栄養の手順と
緊急時の対応 

喀痰吸引に関する
演習 



 

 

基本介護技術 ・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任者研修、旧１級
又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実務者研修、旧介
護員研修の各課程修了者） 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉の免許状を有する教員 
※以下の介護は、理学療法士・作業療法士可 
・肢体不自由者の歩行の介護 
・車椅子への移乗等の介護 
・車椅子等での移動の介護 
・視覚障害者の歩行の介護 
※以下の介護は、救急救命士・救急法指導員可 
・緊急時対応法 

重度の肢体不自由
者とのコミュニケ
ーションの技術 

・医師 
・５年以上従事している言語療法士 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している理学療法士 
・介護業務に５年以上従事している作業療法士 
・福祉系学校等で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 

外出介護技術 ・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任者研修、旧１級
又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実務者研修、旧介
護員研修の各課程修了者） 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉の免許状を有する教員 
※以下の介護は、理学療法士・作業療法士可 
・肢体不自由者の歩行の介護 
・車椅子への移乗等の介護 
・車椅子等での移動の介護 
・視覚障害者の歩行の介護 
※以下の介護は、救急救命士・救急法指導員可 
・緊急時対応法 

介護実習 ・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任者研修、旧１級
又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実務者研修、旧介
護員研修の各課程修了者） 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉の免許状を有する教員 
※以下の介護は、理学療法士・作業療法士可 
・肢体不自由者の歩行の介護 
・車椅子への移乗等の介護 
・車椅子等での移動の介護 
・視覚障害者の歩行の介護 
※以下の介護は、救急救命士・救急法指導員可 
・緊急時対応法 

 

○同行援護従業者養成研修一般課程 

教科名 担当講師要件 

外出保障 ・教科の事務を担当している行政関係職員 
・相談援助業務に５年以上従事している社会福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉の免許状を有する教員 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・障害福祉サービス事業所等で５年以上業務運営に関する業務を担当している職員 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 
・相談援助業務に５年以上従事している相談支援専門員 



 

 

視覚障害の理解と
疾病① 

・医師 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 
・歩行訓練士 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者の訓練業務に５年以上従事している作業療法士、理学療法士 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 
・相談援助業務に５年以上従事している相談支援専門員 

視覚障害の理解と
疾病② 

・医師 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 
・歩行訓練士 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者の訓練業務に５年以上従事している作業療法士、理学療法士 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 
・相談援助業務に５年以上従事している相談支援専門員 

障がい者（児）の
心理 

・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・相談援助業務に５年以上従事している社会福祉士 
・相談業務に５年以上従事している臨床心理士、精神保健福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉の免許状を有する教員 
・介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任者研修、旧１級
又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実務者研修、旧介
護員研修の各課程修了者） 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者の訓練業務に５年以上従事している作業療法士、理学療法士 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 
・相談援助業務に５年以上従事している相談支援専門員 

障がい者（児）福
祉の制度とサービ
ス 

・教科の事務を担当している行政関係職員 
・相談援助業務に５年以上従事している社会福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉の免許状を有する教員 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・障害福祉サービス事業所等で５年以上業務運営に関する業務を担当している職員 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 
・相談援助業務に５年以上従事している相談支援専門員 

同行援護の制度 ・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 
・視覚障がい者の介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任
者研修、旧１級又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実
務者研修、旧介護員研修の各課程修了者） 
・移動支援業務に５年以上従事している視覚障害者移動介護従業者養成研修課程修
了者 
・歩行訓練士 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者の訓練業務に５年以上従事している作業療法士、理学療法士 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 
・同行援護事業所のサービス提供責任者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

同行援護従業者の
実際と職業倫理 

・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 
・視覚障がい者の介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任
者研修、旧１級又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実
務者研修、旧介護員研修の各課程修了者） 
・移動支援業務に５年以上従事している視覚障害者移動介護従業者養成研修課程修
了者 
・歩行訓練士 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者の訓練業務に５年以上従事している作業療法士、理学療法士 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 
・同行援護事業所のサービス提供責任者 

情報提供 ・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 
・視覚障がい者の介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任
者研修、旧１級又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実
務者研修、旧介護員研修の各課程修了者） 
・移動支援業務に５年以上従事している視覚障害者移動介護従業者養成研修課程修
了者 
・歩行訓練士 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者の訓練業務に５年以上従事している作業療法士、理学療法士 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 

代筆・代読① ・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 
・視覚障がい者の介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任
者研修、旧１級又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実
務者研修、旧介護員研修の各課程修了者） 
・移動支援業務に５年以上従事している視覚障害者移動介護従業者養成研修課程修
了者 
・歩行訓練士 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者の訓練業務に５年以上従事している作業療法士、理学療法士 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 

誘導の基本技術① ・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 
・視覚障がい者の介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任
者研修、旧１級又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実
務者研修、旧介護員研修の各課程修了者） 
・移動支援業務に５年以上従事している視覚障害者移動介護従業者養成研修課程修
了者 
・歩行訓練士 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者の訓練業務に５年以上従事している作業療法士、理学療法士 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

誘導の基本技術② ・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 
・視覚障がい者の介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任
者研修、旧１級又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実
務者研修、旧介護員研修の各課程修了者） 
・移動支援業務に５年以上従事している視覚障害者移動介護従業者養成研修課程修
了者 
・歩行訓練士 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者の訓練業務に５年以上従事している作業療法士、理学療法士 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 

誘導の応用技術
（場面別・街歩き
①） 

・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 
・視覚障がい者の介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任
者研修、旧１級又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実
務者研修、旧介護員研修の各課程修了者） 
・移動支援業務に５年以上従事している視覚障害者移動介護従業者養成研修課程修
了者 
・歩行訓練士 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者の訓練業務に５年以上従事している作業療法士、理学療法士 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 

誘導の応用技術
（場面別・街歩き
②） 

・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 
・視覚障がい者の介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任
者研修、旧１級又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実
務者研修、旧介護員研修の各課程修了者） 
・移動支援業務に５年以上従事している視覚障害者移動介護従業者養成研修課程修
了者 
・歩行訓練士 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者の訓練業務に５年以上従事している作業療法士、理学療法士 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 

交通機関の利用 ・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 
・視覚障がい者の介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任
者研修、旧１級又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実
務者研修、旧介護員研修の各課程修了者） 
・移動支援業務に５年以上従事している視覚障害者移動介護従業者養成研修課程修
了者 
・歩行訓練士 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者の訓練業務に５年以上従事している作業療法士、理学療法士 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 

注）社会福祉法人日本視覚障害者団体連合が主催する視覚障害者移動支援従事者（同行援護従業者）資
質向上研修の講師または当研修を修了した者については、講師要件を満たすものとする。 

 

 

 

 

 



 

 

○同行援護従業者養成研修応用課程 

教科名 担当講師要件 

サービス提供責任
者の業務 

・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 
・視覚障がい者の介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任
者研修、旧１級又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実
務者研修、旧介護員研修の各課程修了者） 
・移動支援業務に５年以上従事している視覚障害者移動介護従業者養成研修課程修
了者 
・歩行訓練士 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者の訓練業務に５年以上従事している作業療法士、理学療法士 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 
・同行援護事業所のサービス提供責任者 

様々な利用者への
対応 

・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 
・視覚障がい者の介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任
者研修、旧１級又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実
務者研修、旧介護員研修の各課程修了者） 
・移動支援業務に５年以上従事している視覚障害者移動介護従業者養成研修課程修
了者 
・歩行訓練士 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者の訓練業務に５年以上従事している作業療法士、理学療法士 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 
・同行援護事業所のサービス提供責任者 

個別支援計画と他
機関との連携 

・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 
・視覚障がい者の介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任
者研修、旧１級又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実
務者研修、旧介護員研修の各課程修了者） 
・移動支援業務に５年以上従事している視覚障害者移動介護従業者養成研修課程修
了者 
・歩行訓練士 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者の訓練業務に５年以上従事している作業療法士、理学療法士 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 
・同行援護事業所のサービス提供責任者 

業務上のリスクマ
ネジメント 

・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 
・視覚障がい者の介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任
者研修、旧１級又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実
務者研修、旧介護員研修の各課程修了者） 
・移動支援業務に５年以上従事している視覚障害者移動介護従業者養成研修課程修
了者 
・歩行訓練士 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者の訓練業務に５年以上従事している作業療法士、理学療法士 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 
・同行援護事業所のサービス提供責任者 
 
 



 

 

従業者研修の実施 ・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 
・視覚障がい者の介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任
者研修、旧１級又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実
務者研修、旧介護員研修の各課程修了者） 
・移動支援業務に５年以上従事している視覚障害者移動介護従業者養成研修課程修
了者 
・歩行訓練士 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者の訓練業務に５年以上従事している作業療法士、理学療法士 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 
・同行援護事業所のサービス提供責任者 

同行援護の実務上
の留意点 

・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 
・視覚障がい者の介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任
者研修、旧１級又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実
務者研修、旧介護員研修の各課程修了者） 
・移動支援業務に５年以上従事している視覚障害者移動介護従業者養成研修課程修
了者 
・歩行訓練士 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者の訓練業務に５年以上従事している作業療法士、理学療法士 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 
・同行援護事業所のサービス提供責任者 

注）社会福祉法人日本視覚障害者団体連合が主催する視覚障害者移動支援従事者（同行援護従業者）資
質向上研修の講師または当研修を修了した者については、講師要件を満たすものとする。 

 

○行動援護従業者養成研修課程 

教科名 担当講師要件 

強度行動障害があ
るものの基本的理
解に関する講義 

・医師 
・保健師、看護師 
・臨床心理士、精神保健福祉士 
・社会福祉士、介護福祉士 
・行動援護サービス提供責任者 
・行動援護従事者養成研修修了者 
・国立のぞみの園が開催する強度行動障害支援者養成研修（基礎研修）指導者研修
の修了者 
・知的障害者（児）、精神障害者の直接支援業務に従事する者 

強度行動障害に関
する制度及び支援
技術の基礎的な知
識に関する講義 

・保健師、看護師 
・臨床心理士、精神保健福祉士 
・社会福祉士、介護福祉士 
・行動援護サービス提供責任者 
・行動援護従事者養成研修修了者 
・国立のぞみの園が開催する強度行動障害支援者養成研修（基礎研修）指導者研修
の修了者 
・知的障害者（児）、精神障害者の直接支援業務に従事する者 

強度行動障害があ
る者へのチーム支
援に関する講義 

・保健師、看護師 
・臨床心理士、精神保健福祉士 
・社会福祉士、介護福祉士 
・行動援護サービス提供責任者 
・行動援護従事者養成研修修了者 
・国立のぞみの園が開催する強度行動障害支援者養成研修（基礎研修）指導者研修
の修了者 
・知的障害者（児）、精神障害者の直接支援業務に従事する者 

強度行動障害と生
活の組立てに関す
る講義 



 

 

基本的な情報収集
と記録等の共有に
関する演習 

・保健師、看護師 
・臨床心理士、精神保健福祉士 
・社会福祉士、介護福祉士 
・行動援護サービス提供責任者 
・行動援護従事者養成研修修了者 
・国立のぞみの園が開催する強度行動障害支援者養成研修（基礎研修）指導者研修
の修了者 
・知的障害者（児）、精神障害者の直接支援業務に従事する者 

行動障害がある者
の固有のコミュニ
ケーションの理解
に関する演習 
行動障害の背景に
ある特性の理解に
関する演習 

障害特性の理解と
アセスメントに関
する演習 

環境調整による強
度行動障害の支援
に関する演習 

記録に基づく支援
の評価に関する演
習 

危機対応と虐待防
止に関する演習 

                                                                                                                                   

 

○視覚障害者移動介護従業者養成研修課程 

教科名 担当講師要件 

障害者総合支援制
度とサービス 

・教科の事務を担当している行政関係職員 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・相談援助業務に５年以上従事している社会福祉士 
・福祉系学校等で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉又は家庭の免許状を有する教員 
・視覚障がい者の介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任
者研修、旧１級又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実
務者研修、旧介護員研修の各課程修了者） 
・移動支援業務に５年以上従事している視覚障害者移動介護従業者養成研修課程修
了者 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 
・相談援助業務に５年以上従事している相談支援専門員 

移動介護の制度と
業務 

・教科の事務を担当している行政関係職員 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・相談援助業務に５年以上従事している社会福祉士 
・福祉系学校等で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉又は家庭の免許状を有する教員 
・視覚障がい者の介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任
者研修、旧１級又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実
務者研修、旧介護員研修の各課程修了者） 
・移動支援業務に５年以上従事している視覚障害者移動介護従業者養成研修課程修
了者 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 
・相談援助業務に５年以上従事している相談支援専門員 
 
 
 



 

 

居宅介護概論 ・教科の事務を担当している行政関係職員 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・相談援助業務に５年以上従事している社会福祉士 
・福祉系学校等で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉又は家庭の免許状を有する教員 
・視覚障がい者の介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任
者研修、旧１級又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実
務者研修、旧介護員研修の各課程修了者） 
・移動支援業務に５年以上従事している視覚障害者移動介護従業者養成研修課程修
了者 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 
・相談援助業務に５年以上従事している相談支援専門員 

居宅介護従業者の
職業倫理 

・教科の事務を担当している行政関係職員 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・相談援助業務に５年以上従事している社会福祉士 
・福祉系学校等で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉又は家庭の免許状を有する教員 
・視覚障がい者の介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任
者研修、旧１級又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実
務者研修、旧介護員研修の各課程修了者） 
・移動支援業務に５年以上従事している視覚障害者移動介護従業者養成研修課程修
了者 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 
・相談援助業務に５年以上従事している相談支援専門員 

疾病、障害の理解 ・医師 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 
・歩行訓練士 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者の訓練業務に５年以上従事している作業療法士、理学療法士 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 
・相談援助業務に５年以上従事している相談支援専門員 

移動介助の基礎知
識 

・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 
・視覚障がい者の介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任
者研修、旧１級又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実
務者研修、旧介護員研修の各課程修了者） 
・移動支援業務に５年以上従事している視覚障害者移動介護従業者養成研修課程修
了者 
・歩行訓練士 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者の訓練業務に５年以上従事している作業療法士、理学療法士 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 

障がい者（児）の
心理 

・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・相談援助業務に５年以上従事している社会福祉士 
・相談業務に５年以上従事している臨床心理士、精神保健福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の福祉の免許状を有する教員 
・介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任者研修、旧１級
又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実務者研修、旧介
護員研修の各課程修了者） 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者の訓練業務に５年以上従事している作業療法士、理学療法士 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 
・相談援助業務に５年以上従事している相談支援専門員 



 

 

移動介助の基本技
術 

・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 
・視覚障がい者の介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任
者研修、旧１級又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実
務者研修、旧介護員研修の各課程修了者） 
・移動支援業務に５年以上従事している視覚障害者移動介護従業者養成研修課程修
了者 
・歩行訓練士 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者の訓練業務に５年以上従事している作業療法士、理学療法士 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 

屋内の移動介助 ・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 
・視覚障がい者の介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任
者研修、旧１級又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実
務者研修、旧介護員研修の各課程修了者） 
・移動支援業務に５年以上従事している視覚障害者移動介護従業者養成研修課程修
了者 
・歩行訓練士 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者の訓練業務に５年以上従事している作業療法士、理学療法士 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 

屋外の移動介助 ・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 
・視覚障がい者の介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任
者研修、旧１級又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実
務者研修、旧介護員研修の各課程修了者） 
・移動支援業務に５年以上従事している視覚障害者移動介護従業者養成研修課程修
了者 
・歩行訓練士 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者の訓練業務に５年以上従事している作業療法士、理学療法士 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 

応用技能 ・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・福祉系学校で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 
・視覚障がい者の介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任
者研修、旧１級又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実
務者研修、旧介護員研修の各課程修了者） 
・移動支援業務に５年以上従事している視覚障害者移動介護従業者養成研修課程修
了者 
・歩行訓練士 
・国立機関等が養成する視覚障害生活訓練等専門職員 
・視覚障がい者の訓練業務に５年以上従事している作業療法士、理学療法士 
・視覚障がい者（児）施設で５年以上業務に従事している指導員、生活支援員 

注）社会福祉法人日本視覚障害者団体連合が主催する視覚障害者移動支援従事者（同行援護従業者）資
質向上研修の講師または当研修を修了した者については、講師要件を満たすものとする。 

 

 

 

 

 



 

 

○全身性障害者移動介護従業者養成研修課程 

教科名 担当講師要件 

障害者総合支援制
度とサービス 

・教科の事務を担当している行政関係職員 
・相談援助業務に５年以上従事している社会福祉士 
・福祉系学校等で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 
・障害福祉サービス事業所等で５年以上業務運営に関する業務を担当している職員 

移動介護の制度と
業務 

・教科の事務を担当している行政関係職員 
・全身性障害者移動介護従業者養成研修課程修了者 
・福祉系学校等で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 

居宅介護概論 ・教科の事務を担当している行政関係職員 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任者研修、旧１級
又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実務者研修、旧介
護員研修の各課程修了者） 
・福祉系学校等で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 

居宅介護従業者の
職業倫理 

・教科の事務を担当している行政関係職員 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任者研修、旧１級
又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実務者研修、旧介
護員研修の各課程修了者） 
・福祉系学校等で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 

重度肢体不自由者
（児）における障
がいの理解 

・医師 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・障害者支援施設等に５年以上従事している生活支援員等 
・介助業務に５年以上従事している理学療法士 
・介助業務に５年以上従事している作業療法士 
・障害福祉サービス事業所等で５年以上業務運営に関する業務を担当している職員 
・福祉系学校等で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 

介助に関わる車い
す及び装具等の理
解 

・医師 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介助業務に５年以上従事している理学療法士 
・介助業務に５年以上従事している作業療法士 
・５年以上従事している義肢装具士 
・福祉系学校等で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 

姿勢保持について ・全身性障害者移動介護従業者養成研修課程修了者 
・介助業務に５年以上従事している理学療法士 
・介助業務に５年以上従事している作業療法士 
・福祉系学校等で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 

コミュニケーショ
ンについて 

・医師 
・５年以上従事している言語療法士 
・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介護業務に５年以上従事している理学療法士 
・介護業務に５年以上従事している作業療法士 
・福祉系学校等で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 

事故防止に関する
心がけと対策 
 
 
 
 

・医師 
・全身性障害者移動介護従業者養成研修課程修了者 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介助業務に５年以上従事している理学療法士 
・救命救急士 
・福祉系学校等で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 



 

 

障がい者（児）の
心理 

・介護業務に５年以上従事している介護福祉士 
・相談援助業務に５年以上従事している社会福祉士 
・介護業務に５年以上従事している居宅介護従事者（居宅介護初任者研修、旧１級
又は旧２級の各課程修了者）又は介護員（介護職員初任者研修、実務者研修、旧介
護員研修の各課程修了者） 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・相談業務に５年以上従事している臨床心理士、精神保健福祉士 
・福祉系学校等で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 

抱きかかえ方及び
移乗の方法 

・全身性障害者移動介護従業者養成研修課程修了者 
・障害福祉サービス事業所等で５年以上業務運営に関する業務を担当している職員 
・障害者支援施設等の生活支援員等 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介助業務に５年以上従事している理学療法士 
・介助業務に５年以上従事している作業療法士 
・福祉系学校等で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 

車いすの移動介助 ・全身性障害者移動介護従業者養成研修課程修了者 
・障害福祉サービス事業所等で５年以上業務運営に関する業務を担当している職員 
・障害者支援施設等の生活支援員等 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介助業務に５年以上従事している理学療法士 
・介助業務に５年以上従事している作業療法士 
・福祉系学校等で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 

生活行為の介助 ・全身性障害者移動介護従業者養成研修課程修了者 
・障害福祉サービス事業所等で５年以上業務運営に関する業務を担当している職員 
・障害者支援施設等の生活支援員等 
・看護業務等に５年以上従事している看護師、准看護師、保健師 
・介助業務に５年以上従事している理学療法士 
・介助業務に５年以上従事している作業療法士 
・福祉系学校等で類似教科を教えている教員 
・高等学校の看護の免許状を有する教員 
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